
特殊詐欺被害防止対策について

R3.1.26 令和２年度協議会
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（2） 手口別発生状況

（1） 新潟県及び三条市の被害発生件数及び被害額推移

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年

発生件数 288 182 208 147 142 144

被害額 77,088 46,056 57,253 40,598 24,724 29,869
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１ 三条市の特殊詐欺被害発生状況

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年

発生件数 16 11 14 6 13 17

被害額 6,206 1,860 1,691 2,300 1,080 4,636
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被害件数、金額
ともに増加傾向

■ 三条市の被害件数は過去５年間で最大に、被害額は過去５年間で２番目に高くなった。

■ 例年に比べ、様々な手口による被害が多くなっている。
■ 被害額は、金融商品2,700万円の１件が半分以上を占めるものの、それを除いたとしても例年に比べ被害額は高くなっている。
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２ 現在取り組んでいる特殊詐欺被害防止対策

（１） 広報活動

（３） 情報発信

Ⅲ－３－② 市民なんでも相談

（４） 水際防止対策

（５）被害防止対策

〇金融機関、スーパー、電話機販売店等における街頭啓発活動（市、警察署）
〇防災の日等、イベントにおける広報活動（警察署）
〇広報誌、ホームページ、メール等を活用した広報活動（市、警察署）

〇広報誌、ホームページ、メール等を活用した特殊詐欺前兆事案の注意喚起（市、警察署）
〇防災無線を活用した犯罪被害防止緊急放送（市）

（２） 教育・指導
〇高齢者教室、老人ホーム等における講話（市、警察署）
〇消費生活サポーターへの講話（警察署）

〇金融機関における水際防止対策訓練（警察署）
〇電子マネー詐欺被害防止のチェックリストをコンビニへ配布（警察署）
〇特殊詐欺被害防止対策についての広報誌を金融機関、コンビニへ配布（警察署）

〇防犯機能付き固定電話プレゼントキャンペーン（防犯協会）
〇市民なんでも相談（市）

被害に
あわない
ための
意識づくり

事案発生時
の対策

市民の
防犯力向上

Ⅰ－１－② スーパー等における街頭啓発活動
Ⅰ－１－③ 「新潟県特殊詐欺・悪質商法被害防止の日」の実施
Ⅰ－１－④ 広報、ホームページへの掲載
Ⅰ－３－③ 高齢者教室と連携した防犯講話
Ⅱ－３－① 高齢者家庭訪問

推進計画関連事業

Ⅰ－１－④ 広報、ホームページへの掲載
Ⅰ－２－① 三条市メール（防犯情報）の配信
Ⅰ－２－③ 防災無線を活用した犯罪被害防止緊急放送

推進計画関連事業

推進計画関連事業

３ 特殊詐欺被害実例

■ 第四銀行・北越銀行合併に乗じたキャッシュカード詐欺盗■ 電子マネーによる支払いを求める架空請求

「今お使いのキャッシュカードが使えなくなります」
「新しいキャッシュカードと交換する必要があります」
「古いカードの暗証番号を教えてください」

最終的に「自宅へ伺う」と言って
キャッシュカードを取りに来ようとする

・「通話料金の未払いが〇〇万円あります」とメールが来た
・パソコンやスマホを捜査中、突然「ウイルスに感染した」
と警告画面が出た

記載の番号に電話すると、
「コンビニで〇〇ギフトカードを購入してください」

「カード番号を教えてください」
などと犯人が誘導してくる


